
 

 大仏
だいぶつ

といえば、奈良
な ら

・東大寺
とうだいじ

の大仏ですが、今日、４月９日は「大仏の日」です。 

 ７５２年のこの日、奈良・東大寺の大仏が完成
かんせい

しました。何
なに

をもって完成というかですが、

大仏に 魂
たましい

を入
い

れる開眼
かいげん

供養会
くようかい

が行
おこな

われたのが、４月９日

になります。  

奈良の大仏は聖
しょう

武
む

天皇
てんのう

の発願
ほつがん

で、745 年に造
つく

り始
はじ

めら

れました。大仏の正式
せいしき

名称
めいしょう

は「盧舎那仏
る し ゃ な ぶ つ

」です。廬舎那仏

とは世界
せ か い

を照
て

らす光
ひか

り輝
かがや

く仏
ほとけ

という意味
い み

をもっていま

す。現在は深緑
ふかみどり

色
いろ

のお姿
すがた

をしている大仏ですが、建立
こんりゅう

さ

れた当時
と う じ

は黄金色
おうごんいろ

に輝いていました。 

 

聖武天皇は、24歳
さい

の時
とき

に即位
そ く い

したのですが、この時代
じ だ い

、天然痘
てんねんとう

というはやり病
やまい

や地震
じ し ん

、

飢饉
き き ん

が相次
あ い つ

ぎ、そんな世の中に不満
ふ ま ん

をもった人たちが反乱
はんらん

を起
お

こし、国
くに

はますます乱
みだ

れてし

まいます。聖武天皇は、都
みやこ

の場所
ば し ょ

をかえれば国が安定
あんてい

するのではないかと考
かんが

え、次々
つぎつぎ

と都

を移
うつ

しますが解決
かいけつ

にはいたりません。そこで聖武天皇がすがったのが仏教
ぶっきょう

でした。不安定
ふあんてい

な世
よ

を仏教の力で救
すく

おうとしたのです。聖武天皇は、国の一
いち

大事業
だいじぎょう

として大仏を造ることを

決心
けっしん

します。そして 743年、民
たみ

に向
む

け、大仏造りへの協 力
きょうりょく

をよびかける「 詔
みことのり

」を出
だ

し

ます。 

天武天皇が協力を依頼
い ら い

したのが「行基
ぎょうき

」という僧
そう

です。このお坊
ぼう

様
さま

は貧
まず

しい人々
ひとびと

に食
た

べ物
もの

をあたえたり、川
かわ

に橋
はし

をかけたり、日
ひ

照り
で

に備
そな

えて池
いけ

を造ったりと社会
しゃかい

事業
じぎょう

に尽力
じんりょく

した人

です。そのため人々からの信頼
しんらい

が厚
あつ

く、行基の頼
たの

みに多
おお

くの人たちが応
こた

え、大仏を造るため

の資材
し ざ い

や労働力
ろうどうりょく

が提供
ていきょう

され大仏は完成
かんせい

します。 

大仏は、その後
ご

、火事
か じ

で焼
や

けたり、地震で首
くび

が落
お

ちたりしますが、そのたびに修復
しゅうふく

され

現在
げんざい

に至
いた

ります。東大寺も火事で焼け落ちているので、現在の東大寺は江戸
え ど

時代
じ だ い

に再建
さいけん

され

たものです。東大寺は世界最大の木造
もくぞう

建築物
けんちくぶつ

ですが、聖武天皇の時代の東大寺は更
さら

にもっと

大きく、横幅
よこはば

が８０ｍ以上あり、今の１．５倍ほどの大きさがあったようです。 

 

大仏を黄金色にするために化学
か が く

の知恵
ち え

が使われています。金閣寺
きんかくじ

は金箔
きんぱく

が貼
は

られています

が、奈良の大仏には「金
きん

アマルガム法
ほう

」という方法
ほうほう

が使われています。銅
どう

でできた大仏に金

を直接
ちょくせつ

塗
ぬ

ることはできません。そこで、常温
じょうおん

で液体
えきたい

である水銀
すいぎん

に金を溶
と

かし、これを大仏

に塗り、火で温
あたた

めて水銀を蒸発
じょうはつ

させます。こうすることで金だけが残
のこ

り金メッキすること

ができるのです。ただし、水銀は人間にとって毒
どく

であるので、この作業
さぎょう

で多くの人が水銀
すいぎん

中毒
ちゅうどく

になったのではないかと考えられています。 

 

今年
こ と し

の６年生の皆
みな

さんは、東大寺を訪
おとず

れることができるとよいのですが・・・ 

西っ子
に し っ こ

のみなさんへ 84 ４月９日 


